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全例7日間の待機期間の後延長を開始した．延長速度
は，骨延長器の種類により0．8～1．O　mm／dayとし，1日
を2～3回に分けて延長を行った．骨延長量は2．2mm
から39．5mmであった．骨延長終了後6～12週の保定
期間をおき，骨延長器を除去した．6例中5例には，十
分な仮骨形成が得られたが，1例のみわずかな仮骨量
しか得られなかった．歯槽堤への垂直的骨延長症例の
うち，1例はすでにインプラントが挿入されており良
好な咬合状態が得られている．
【考察】仮骨延長術は顎顔面領域でもさまざまな臨床
応用が可能であり，今後顎骨欠損の再建における有力
な方法となる可能性が示唆された．
PC－60．
透析患者の大腿骨頸部骨折に対する治療経験
（霞ヶ浦・整形外科）
○町田　英明，藤森　元期，大瀬　陽一，
　有沢　　治，伊藤　公一，市丸　勝二
1，II型に対して骨接合術，　III，　IVには人工骨頭置換術
を行った．全身状態が許すならばII型であっても人工
骨頭を適応とすることを考慮する必要がある．人工骨
頭の適応年齢については，透析患者の平均寿命が短い
ことを考慮して転位が大きい場合は，比較的若い年齢
であっても人工骨頭の適応があると考えられた．人工
骨頭置換術においては，骨セメントを併用し，初期固
定を得た上で早期の離床が重要と思われた．
PC－61．
東京医科大学及び関連施設皮膚科における
皮膚筋炎の検討
（皮膚科学）
○柿沼　美和，田中　麻代，中村　　稔，
　五十嵐　勝，大井　野郎，廻神　世家，
　古賀　道之
（霞ヶ浦・皮膚科）
　奥田　知解
【はじめに】近年，透析技術と薬剤の進歩により，本邦
の維持透析患者の総数は二十万人を越え，長期透析例
に遭遇する機会が増えており，腎機能障害に起因した
骨折とその治療法が問題となっている．今回，透析患
者の大腿骨頚部骨折における治療の小経験を報告す
る．
【対象】1997年から2001年12月までの手術症例22
例22肢について検討した．男性7例，女性15例で平
均69．7歳，骨折型は外側型9例，内側型13例で，平均
透析期間は9．4年であった．
【治療法および後療法】外側型は全例骨接合術を施
行．内側型は11例に人工骨頭置換術，2例に骨接合術
を施行．後療法は，骨接合術は術後4週で歩行．人工
骨頭置換術は術後2週で歩行を目標とした．
【結果】人工骨頭置換術で平均手術時問95＋25分，平
均出血量350±85gであり骨接合術では平均手術時間
65±16分，平均出血量180±58gであった．歩行につ
いては，受傷前のADLは独歩13例，杖歩行もしくは
ったい歩き9例であり，退院時のADLは独歩4例，
杖もしくはったい歩き16例，車イス2例，最終調査時
のADLは，独歩1例，杖もしくはったい歩き12例
（歩行獲得率59％），死亡9例であった．
【考察】大腿骨頚部内側骨折に対する治療は，Garden
　1982年～2001年の20年間に，東京医大皮膚科およ
び関連施設の皮膚科を受診した小児皮膚筋炎を除く
皮膚筋炎患者46名を対象として検討を行った．内訳
は男11例，女35例で平均年齢は56歳であった．発症
時の年齢分布では50歳台が32．6％，60歳台が28．3％
を占めた．合併症では悪性腫瘍が最も多く37％，次い
で問質性肺炎が32．6％に認められた．悪性腫瘍の男女
別合併率は男45．5％，女34．3％であり，男性の方が高
率に悪性腫瘍を合併していた．合併した悪性腫瘍の内
訳は肺癌，乳癌が3例ずつで最も多かった．悪性腫瘍
と皮膚筋炎との時間的関係では両者が1年以内のほ
ぼ同時期に発症する例が70．6％と大半を占めた．
　悪性腫瘍合併群，間質性肺炎合併群，そのいずれも
伴わない非合併群の臨床所見および検査所見につい
て比較検討したところ，悪性腫瘍と間質性肺炎を共に
合併したのは2例であった．臨床所見では，皮膚潰瘍，
関節痛が間質性肺炎群において出現率が高かった．検
査所見では抗核抗体が非合併群において陽性率が高
かった．Jo－1抗体の陽性例はなかった．22名の死亡が
確認できたが，その死因は悪性腫瘍が40．9％，間質性
肺炎が3L8％であった．皮膚筋炎発症から死亡までの
平均生存期間は悪性腫瘍が2年9ヶ月，間質性肺炎が
9．7ヶ月であった．近年間質性肺炎による死亡の増加が
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いわれており，今後は死因のトップに置き換わる可能
性が考えられる．
では予後不良例が存在した．
PC－62．
東京医大眼科における眼瞼悪性腫瘍の検討
（眼科学）
○川名　聖美，後藤
　臼井　正彦
（形成外科学）
　野本　猛美
浩，臼井　嘉彦，
PC－63．
人工股関節術後に著明なLooseningをきたし破
壊性脊椎関節症を合併した血液透析患者の1例
（八王子・整形外科）
○木村　隆雄，伊藤　康二，佐野　圭二，
　稲畠　潤筆，大友　道明，森下　婚資
（整形外科学）
　今給黎篤弘
【目的】東京医大病院眼科で診断，加療された最近の
眼瞼悪性腫瘍について臨床的に検討する．
【対象と方法】過去10年間に当科で眼瞼悪性腫瘍の
診断のもとに加療された54症例の臨床像，治療およ
び予後についてレトロスペクティブに検討した．
【結果】眼瞼悪性腫瘍の年齢は12～88歳（平均年齢
68．9歳），性別は男性20例，女性34例であった．54症
例の内訳は，脂腺癌19例（352％），基底細胞癌17例
（315％），悪性リンパ腫ll例（20．4％），扁平上皮癌4例
（7．4％），悪性黒色腫1例（L9％），転移性眼瞼腫瘍1例
（1．9％），緑色腫1例（1．9％）であった．これらのうち，
脂腺癌の平均年齢は71．6歳で，19例中13例を女性が
占め，発生部位は上眼瞼が9例，下眼瞼が9例，上下
眼瞼が1例であった．基底細胞癌の平均年齢は69．5歳
で，6例が男性でll例が女性であった．発生部位は上
眼瞼が1例，下眼瞼が14例，内眼角部が1例，上下眼
瞼が1例であり，上下眼瞼の症例は両眼発症例であっ
た．眼瞼悪性リンパ腫はll例で，その多くは眼瞼皮下
から眼窩に病変が及んでいた．治療は脂腺癌，基底細
胞癌，扁平上皮癌では手術療法を第一選択とし，脂腺
癌の5例，扁平上皮癌の1例に対しては一期的に所属
リンパ節の郭清を行った．脂腺癌の3例と扁平上皮癌
の1例に対して，術後に放射線の照射を行った．悪性
リンパ腫では全例放射線療法を第一選択とし，4例に
は化学療法を併用した．経過観察期間中，脂腺癌の2
例，基底細胞癌の1例に局所再発がみられた．悪性黒
色腫，転移性腫瘍の各1例が原疾患により死亡した．
【結論】最近の眼瞼悪性腫瘍の報告同様，脂腺癌およ
び眼付属器腫瘍としての悪性リンパ腫が増加傾向に
あることが確認された．治療は外科的切除と放射線療
法を中心に行い，経過は概ね良好であったが，脂腺癌
【症例】53歳，男性．
【既往歴】昭和59年に慢性糸球体腎炎にて慢性腎不
全となり血液透析を開始．
【現病歴】平成2年他院にて右大腿骨頭壊死と診断さ
れセメントTHA施行された．平成5年よりセメント
周囲にclear　zone出現，次第にlooseningを呈し大腿部
痛も出現したが，長下肢免荷装具にて経過をみてい
た．平成10年頃より腰痛及び右下肢痛増悪．平成lI
年9月当科紹介初診となる．
【初診時所見】股関節X－PにてCUPは内上方へ
migrationし，骨盤腔内に楕円型の腫瘤状の陰影を認
めた．Stem側もosteolysisを認めlooseningを呈して
いた．又頸椎，腰椎X－Pにて破壊性脊椎関節症を認め
た．
【経過】腰痛及び右坐骨神経痛が強く，まず腰椎除圧，
固定術を施行した．術後腰椎由来の下肢症状改善する
も右股関節痛残存にて平成12年3月に再置換術を施
行した．その後項頸部痛，四肢痙性麻痺生じ平成13年
12月頚椎除圧，固定術を施行した．
【術中所見】人工関節はCUP側，　STEM側共に抜去
は容易で臼蓋底や大腿骨髄腔のセメント骨問に膜様
組織を認め，病理にて著明なアミロイド沈着を認めた
が，ポリエチレンの摩耗粉はほとんど認めなかった．
臼蓋底の肉芽からの骨盤腔内の腫瘤への小さな痩孔
を認めたが腫瘤が動脈を圧迫してるため摘出はしな
かった．臼蓋側は同種骨及びHAにてImpact　Bone
Graft　techniqueを用いケルブール十字プレートを使用
してセメントにて固定，Stem側はセメントレスとし
た．頚椎除圧，固定術において術中得られた病理組織
より明らかなアミロイド沈着は認められなかった．
【考察】血液透析患者に対する人工股関節置換術の晩
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